
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】
都道府県名 北 海 道

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 稚内市立潮見が丘中学校
学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教 員 数
学級数 ２ ３ ３ ２ １０ ２３生徒数 ６４ ８８ ８５ ３ ２３７

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

自ら学ぶ指導のあり方
～教科の指導過程と「総合的な学習の時間」の研究～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

・１，２，３年英語
生徒の理解、定着に差のでやすい教科であるため

・１，２，３年 数学
生徒の理解、定着に差のでやすい教科であるため

(2) 年次計画

平 ○ テーマ
成 ＴＴによるきめ細かな指導と習熟度別指導による個に応じた指導の工夫
15
年 ○ 研究の見通し
度 数学科、英語科においてＴＴ指導・少人数による習熟度別指導を取り入れる

中で個に応じた指導方法の工夫改善を図ることにより、基礎・基本を確実に定
着させ、生徒が自ら学び考える力を育てることができる。

○ 研究の内容・方法
全学年の英語科ならびに２，３年の数学科においてＴＴによる個別指導やグ

ループ別指導など、領域や単元、指導過程に応じた指導方法や指導体制の工夫
改善を図るとともに、指導に生かす評価の方法を研究する。
また、１年の数学科においては、学級を習熟度別に２つに分け、全ての生徒

が基礎・基本を確実に身に付けるとともに、理解を深める学習を行うなど、個
に応じた指導の充実を図る。

平 ○ テーマ
成 ＴＴによるきめ細かな指導と習熟度別指導による個に応じた指導の工夫
16
年 ○ 研究の見通し
度 数学科、英語科においてＴＴ指導・習熟度別少人数指導を取り入れるなど個

、 、に応じた指導方法の工夫改善を図ることにより 基礎・基本を確実に定着させ
生徒が自ら学び考える力を育てることができる。

○ 研究の内容、方法
＜ＴＴ指導＞

， ， 、１ ２ ３年生の英語科においてＴＴによる個別指導やグループ別指導など
、 、領域や単元 指導過程に応じた指導方法や指導体制の工夫改善を図るとともに

指導に生かす評価の方法を研究する。
＜習熟度別指導＞
１，２年の数学科においては、学級を習熟度別に２つに分け、全ての生徒が

基礎・基本を確実に身に付けるとともに、理解を深める学習を行うなど、個に
応じた指導の充実を図る。



(3) 研究推進体制

地区推進協議会

校長・教頭
各教科・選択教科

研究推進委員会
教務、研修部、生徒指導部、 総合的な学習の時間

数学・英語教科部長、ＩＴ推進委員会

朝の学び合い学習

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
＜ＴＴ指導＞
・ペアーワークやグループ学習の際、子どもの実態に合わせた丁寧な指導が可能にな
った。

・板書や発問などの役割分担により、指導者にゆとりが生まれ、多くの生徒への声か
けが可能になった。

・複数の目による多面的な理解など、今後の指導と評価の一体化の研究の方向性が示
された。

・Ｔ２が英語専門ではないことで、特に、英語が苦手な生徒に親近感と安心感が生ま
れた。

＜習熟度別指導＞
・生徒が自分の課題にしっかり向き合い、それを克服していくための体制づくりが進
んだ。生徒の実態に応じたコース設定により、個に応じた指導の充実を図ることが
できた。

・生徒と保護者への習熟度別指導についての説明や適切な面談の方法についての研究
が進んだ。

・少人数での指導により、生徒の積極的な質問や発言が見られる様になった。

２．今後の課題
・教師間の連携について充実が図られてきたが、ＴＴの授業で評価の全体計画が毎時

、 。間において適切に生かされるよう 事前の打ち合わせを一層充実させる必要がある
・ 全国標準学力検査」の結果を分析し、今後の指導に役立てる。「

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・ 全国標準学力検査」平成１６年２月 実施予定「
国語 数学 英語について、次年度に比較検討をする資料とする。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・研究の発表の場として公開研究会の実施
日時 平成１６年１１月２６日
場所 潮見が丘中学校
対象 各フロンィア校並びに管内の中学校

・ＨＰによる成果の発表



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 レ１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 レ１０～１２学級

１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 レ少人数指導 レＴ．Ｔによる指導

その他

【研究教科） 国語 社会 レ数学 理科

レ外国語 音楽 美術 技術・家庭

保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 レ 有 無
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